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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月23日(2012.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　補助剤組成物の１００質量部を基準として：
　　（ａ）２５質量部～９５質量部の多糖；及び
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　　（ｂ）５質量部～７５質量部の塩組成物
を含むことにより、ヒール溶液中で水和することができる補助剤組成物。
【請求項２】
　前記塩組成物は、リン酸水素二アンモニウム、炭酸ナトリウム及びそれらの組み合わせ
から成る群から選択され、そして前記多糖は、非誘導体化グアー又は誘導体化グアーであ
る、請求項１に記載の補助剤組成物。
【請求項３】
　前記補助剤組成物の水溶液は、７～１０のｐＨ値を有する、請求項１に記載の補助剤組
成物。
【請求項４】
　乾燥した流動可能な補助剤組成物の１００質量部を基準として：
　　（ａ）２５質量部～７５質量部の多糖；
　　（ｂ）２０質量部～６０質量部の塩組成物；及び
　　（ｃ）２０質量部～３５質量部の分散剤
を含むことにより、ヒール溶液中で水和することができる、乾燥した流動可能な補助剤組
成物。
【請求項５】
　前記塩組成物は、リン酸水素二アンモニウム、炭酸ナトリウム及びそれらの任意の組み
合わせから成る群から選択される、請求項４に記載の補助剤組成物。
【請求項６】
　前記補助剤組成物は：
　　（ａ）４５質量部～５５質量部の、ヒドロキシプロピルグアーを含む多糖；
　　（ｂ）１０質量部～１５質量部のリン酸水素二アンモニウム；
　　（ｃ）１０質量部～１５質量部の炭酸ナトリウム；及び
　　（ｄ）２０質量部～３０質量部の、ポリアクリル酸ナトリウムを含む分散剤
を含む、請求項５に記載の補助剤組成物。
【請求項７】
　（ａ）分散性補助剤組成物の１００質量部を基準として：
　　（ｉ）２５質量部～７５質量部の多糖；及び
　　（ｉｉ）２０質量部～７５質量部の塩組成物
を含む、堆積又はドリフト抑制性を水性農薬組成物に提供するのに有効な量の分散性補助
剤組成物であって、該補助剤組成物の水溶液は７～１０のｐＨ値を有する分散性補助剤組
成物；並びに
　（ｂ）有効量の農薬活性成分
を含む水性農薬組成物。
【請求項８】
　（ａ）分散性補助剤組成物の１００質量部を基準として：
　　（ｉ）２５質量部～７５質量部の多糖；及び
　　（ｉｉ）２０質量部～７５質量部の塩組成物
を含む、堆積又はドリフト抑制性を提供するのに有効な量の分散性補助剤組成物であって
、該補助剤組成物の水溶液は７～１０のｐＨ値を有する分散性補助剤組成物；並びに
　（ｂ）有効量の農薬活性成分
を含む農薬組成物を対象植物に適用する工程を含む、対象植物を処理する方法。
【請求項９】
　前記補助剤組成物は：
　　（ｉｉｉ）２０質量部～３０質量部の分散剤；及び
　　（ｉｖ）２０質量部～３０質量部のキレート剤
をさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　補助剤組成物の１００質量部を基準として：
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　　（ｉ）２５質量部～７５質量部の多糖、及び
　　（ｉｉ）２０質量部～７５質量部の塩組成物
を含む、堆積又はドリフト抑制性を水性農薬組成物に提供するのに有効な量の補助剤組成
物をヒール溶液に加える工程を含む、水性農薬組成物の製造方法。
【請求項１１】
　有効量の農薬活性成分を前記補助剤組成物又は前記ヒール溶液に加える工程をさらに含
む、請求項１０に記載の方法。
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